
日高の野菜・花き生育情報 
新冠町・新ひだか町・浦河町・様似町・えりも町 

≪８月中旬～９月上旬≫ 

令和４年８月１５日発行 

第２号 

日高農業改良普及センター本所 

Tel：0146-42-1489 

Fax：0146-42-2521 

 

【作物共通】 

 

 

【野菜】 

作物名 生育状況・管理のポイント 病害虫・生理障害等 

ピーマン 

無加温半促成 

品種：みおぎ 

 

・生育は概ね順調ですが、一部花落ち

が上位段でもみられます。 

・作業は主枝 12～15 節目の収穫、整

枝が行われています。 

・着果負担により草勢が弱まり、短花

柱花などが見られています。適期収

穫、適切なかん水や追肥を実施しま

しょう。 

 

・ハダニ類、アブラムシ類、アザミ

ウマ類、灰色かび病などの発生が

見られます。 

【ハダニ類が葉裏に寄生し、 

葉表は葉脈間が黄化】 



ミニトマト 

７月定植 

品種：キャロル１０ 

 

・生育は概ね順調で、主枝第２～３花

房開花期です。 

・作業は誘引、芽かき作業が行われて

います。 

・30℃以上の高温は着果不良や落花を

誘発します。遮光資材の利用やかん

水管理を適切に行いましょう。 

・多湿条件下では、病害の発生が懸念

されます。換気の実施や葉の持ち出

しなど、ハウス内の整理も行いまし

ょう。 

 

・一部ほ場で斑点病の発生が確認さ

れています。観察と防除に努めて

下さい。 

いちご 

夏秋どり 

(高設栽培) 

品種：すずあかね 

・生育は概ね順調です。 

・作業は収穫、摘葉、摘果、ランナー

の除去、収穫後の果房除去などが行

われています。 

・秋季収穫に向け、1 株あたり 20～

25 葉の展開葉を確保し、弱小花房の

除去を行いましょう。 

・夜温 18℃以上では果皮軟化が誘発

されます。天候に応じて側窓を調節

し、ハウス内の温湿度管理に努めま

しょう。 

・一部ほ場でハダニ類、アザミウマ

類、灰色かび病、うどんこ病が見

られます。 

 

 

 

 

 

 

 

【うどんこ病による果実への被害】 

 

 
【花 き】 

作物名 生育状況・管理のポイント 病害虫・生理障害等 

デルフィニウム 

 ハウス作型 

・生育は概ね順調ですが、高温の影響に

より生育が早まっています。 

・作業は順次、定植～採花が行われてい

ます。 

・高温多湿は株を弱める原因になりま

す。多湿にならないよう、ハウスの透

排水性に合ったかん水を実施し、換気

は適切に行いましょう。 

・一部で灰色かび病、うどんこ

病、ハダニ類などの発生が見ら

れます。また、高温の影響によ

り花弁の赤みが見られます。 

 

 

★農薬を使用する場合は、必ず使用基準を守りましょう★ 

【初期症状の小斑点】 

【高温による赤み】 


